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一
一
年
（
一
八
三
二
年
）
に
生
れ
た
。
有
的
よ
り
も
五
歳
の
年
長
で
あ
る
。
も
と
煮
豆
な

ど
を
商
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
あ
る
い
は
薬
種
商
の
手
代
で
あ
っ
た
と
も
い
う
。

後
に
岩
村
藩
の
内
田
（
喜
十
郎
）
と
い
う
武
士
の
若
党
と
な
っ
た
。
内
田
が
京

七
都
に
赴
く
時
に
そ
の
伴
を
し
た
が
、
内
田
は
途
中
で
病
気
の
た
め
に
江
戸
へ
引

半
返
し
た
。
こ
の
時
に
品
川
宿
で
こ
れ
を
出
迎
え
た
の
が
早
矢
仕
有
的
で
あ
っ
た
。

次三
応
待
に
出
た
半
七
が
す
こ
ぶ
る
明
快
に
病
状
を
述
べ
た
の
で
、
有
的
は
大
い
に

そ
の
才
を
認
め
た
。
有
的
が
丸
屋
を
開
業
す
る
に
当
っ
て
、
こ
れ
を
迎
え
た
の

は
、
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

第
八
章
創
業
の
元
勲

一
三
次
半
七
と
沢
井
秀
造

明
治
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
丸
屋
商
社
之
記
」
に
は
、
社
員
姓
名
録
が
付
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
明
治
二
年
一
月
一
日
に

つ
ぎ

入
社
し
て
い
る
の
は
、
早
矢
仕
有
的
の
ほ
か
に
、
一
一
一
次
半
七
、
沢
井
秀
造
、
大
塚
熊
吉
の
三
人
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
一
一
一
人
は
、
丸

善
創
業
の
際
の
第
一
の
元
勲
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
長
有
的
と
合
せ
て
こ
れ
を
丸
善
の
四
人
衆
と
呼
ぶ
。

三
次
半
七
は
江
戸
の
深
川
の
出
身
で
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
年
）
に
生
れ
た
。
有
的
よ
り
も
五
歳
の
年
長
で
あ
る
。
も
と
煮
豆
な



半
七
は
横
浜
で
は
店
番
も
台
所
も
内
外
一
切
を
司
ど
っ
た
が
、
釘
店
に
島
屋
の
店
が
開
か
れ
る
と
、
半
七
は
こ
こ
に
勤
務
す
る
こ
と

と
な
り
、
つ
い
で
通
三
丁
目
に
丸
屋
善
七
名
義
の
書
店
が
設
け
ら
れ
る
と
、
そ
の
主
任
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
ま
た
薬
店
が
開
設
さ
れ
る
と
、

そ
の
支
配
人
を
兼
任
し
た
。
彼
は
明
治
十
九
年
一
一
一
月
一
一
十
三
日
に
残
し
た
た
め
に
、
そ
の
功
を
充
分
に
顕
わ
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、

半
七
の
子
の
半
之
助
、
半
之
助
の
子
健
太
郎
は
引
続
い
て
丸
善
に
勤
務
し
、
半
之
助
は
会
計
に
従
事
し
、
健
太
郎
は
取
締
役
を
経
て
監

査
役
と
な
っ
た
。
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の
り
と
し

沢
井
秀
造
は
岩
村
藩
の
家
老
沢
井
市
郎
兵
衛
の
子
で
あ
る
。
市
郎
兵
衛
は
主
家
の
継
承
問
題
の
時
に
、
松
平
乗
命
の
相
続
に
つ
い
て

功
が
あ
り
、
安
政
年
間
か
ら
は
江
戸
詰
と
な
っ
て
こ
れ
に
仕
え
た
。
乗
命
は
早
く
か
ら
洋
学
に
志
が
あ
っ
て
、
藩
士
を
江
川
塾
に
学
ば

せ
た
こ
と
も
あ
る
。
当
時
で
は
有
数
の
進
歩
主
義
者
で
あ
っ
た
。
秀
造
は
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
年
）
に
生
れ
た
か
ら
、
早
矢
仕
有
的

は
じ
め

よ
り
は
七
歳
の
弟
で
あ
る
。
も
と
の
名
を
一
と
い
っ
た
。
父
の
傾
向
を
受
け
て
洋
学
を
好
み
、
安
政
一
一
一
年
（
一
八
五
六
年
）
に
江
戸
に

出
て
、
佐
倉
藩
士
藤
田
倉
二
に
つ
い
て
、
洋
学
。
製
図
・
化
学
を
学
び
、
更
に
坪
井
信
道
に
つ
い
て
医
学
を
、
江
川
太
郎
左
衛
門
に

つ
い
て
洋
式
兵
学
を
学
び
、
新
進
の
知
識
人
で
あ
っ
た
。

当
時
美
濃
の
多
治
見
に
陶
器
を
商
う
西
浦
屋
吉
兵
衛
と
い
う
豪
商
が
あ
っ
た
。
江
戸
の
堀
留
に
も
支
店
が
あ
り
、
尾
張
藩
や
岩
村
藩

に
も
御
用
金
を
勤
め
て
い
た
。
そ
の
関
係
か
ら
西
浦
屋
の
当
主
熊
谷
吉
兵
術
（
東
洲
）
は
、
沢
井
市
郎
兵
衛
と
も
親
密
で
あ
っ
て
、
秀

造
の
姉
の
順
子
は
、
吉
兵
術
の
長
男
宗
太
郎
の
妻
と
な
っ
た
。
宗
太
郎
は
横
浜
開
港
後
は
じ
め
本
町
に
、
後
に
堺
町
に
美
濃
屋
と
い
う

店
を
開
い
て
専
ら
茶
の
貿
易
に
従
事
し
た
。
ま
た
一
方
で
は
質
屋
を
も
営
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
秀
造
は
も
と
か
ら
胸
を
病
ん
で
い
た
の

で
、
美
濃
屋
に
あ
っ
て
外
人
の
医
師
の
治
療
を
受
け
、
ま
た
慶
応
二
年
に
は
江
戸
に
赴
い
て
、
藩
医
で
あ
る
早
矢
仕
有
的
の
薬
研
堀
の
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宅
に
滞
在
し
て
療
養
し
た
。
有
的
と
の
関
係
は
、
こ
の
時
か
ら
は
じ
ま
る
。
当
時
秀
造
は
洋
服
を
着
用
し
て
い
た
の
で
、
付
近
の
人
穴

は
外
人
と
見
誤
っ
て
驚
い
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。

し
か
も
維
新
の
変
革
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
情
勢
は
一
変
し
た
。
幕
府
の
親
藩
と
し
て
、
殊
に
藩
主
が
陸
軍
奉
行
の
要
職
に
あ
っ
た

松
平
氏
と
し
て
は
、
そ
の
変
化
に
即
応
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
多
く
の
藩
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
藩
論
が
時
勢
の

ま
ま
に
勤
王
に
転
回
す
る
と
共
に
、
そ
れ
ま
で
の
責
任
を
負
わ
せ
ら
れ
て
、
沢
井
市
郎
兵
衛
は
、
家
老
の
職
を
免
ぜ
ら
れ
た
。
市
郎
兵

衛
は
気
節
が
あ
っ
て
、
潔
く
こ
れ
に
甘
ん
じ
、
江
戸
を
脱
走
し
て
会
津
の
軍
と
合
し
、
各
地
に
転
戦
し
て
、
仙
台
ま
で
落
ち
延
び
た
。

ひ
そ
か

や
が
て
戊
辰
の
戦
乱
も
漸
く
鎮
ま
っ
て
か
ら
、
潜
に
東
京
に
帰
り
、
罪
を
赦
さ
れ
て
か
ら
は
、
函
館
判
官
杉
浦
氏
に
従
っ
て
北
海
道
に

赴
い
た
が
、
病
を
得
て
そ
の
地
で
残
し
た
。
変
乱
の
時
代
と
は
い
い
な
が
ら
数
奇
な
運
命
の
持
主
で
あ
っ
た
。

市
郎
兵
衛
が
江
戸
を
脱
走
し
た
時
、
秀
造
も
こ
れ
と
行
を
共
に
し
た
。
し
か
し
白
河
の
柳
原
口
の
戦
に
敗
れ
て
、
父
子
は
散
り
散
り

と
な
っ
た
。
市
郎
兵
術
の
手
記
の
「
陸
奥
行
記
」
に

「
男
惇
（
秀
造
）
在
所
相
尋
ね
候
得
共
不
相
分
、
道
路
死
骸
を
心
な
く
心
事
人
に
も
不
言
相
尋
候
事
」

と
あ
る
。
し
か
し
幸
に
秀
造
は
命
を
全
と
う
し
て
横
浜
に
帰
り
、
再
び
美
濃
屋
の
人
と
な
っ
た
。
あ
た
か
も
こ
の
時
、
有
的
は
丸
屋
創

立
の
際
で
あ
っ
た
た
め
に
、
秀
造
は
直
ち
に
こ
れ
に
参
加
し
た
。
薬
品
の
帳
面
の
こ
と
は
、
秀
造
の
主
管
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
た

め
に
有
的
と
議
論
を
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
不
幸
に
も
こ
の
頃
か
ら
秀
造
の
宿
術
は
漸
く
重
く
な
り
、

相
生
町
の
店
の
奥
の
間
で
療
養
し
た
が
、
明
治
三
年
の
八
月
二
十
一
日
に
、
二
十
七
歳
の
若
さ
で
そ
の
生
涯
を
終
っ
た
。
秀
造
は
丸
屋

の
事
業
と
し
て
、
洋
書
洋
品
輸
入
業
の
ほ
か
に
、
な
お
外
国
航
路
の
船
舶
業
を
経
営
し
よ
う
と
い
う
腹
案
も
あ
っ
た
と
い
う
。
規
模
の
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大
塚
熊
吉
は
幕
府
の
御
家
人
の
出
身
で
あ
る
。
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
年
）
に

生
れ
て
、
有
的
よ
り
は
六
歳
の
年
少
で
あ
る
。
因
幡
国
松
平
家
に
出
入
し
た
呉
服
商

の
唐
津
屋
松
次
郎
と
幼
友
達
で
あ
っ
て
、
松
次
郎
が
病
気
の
時
に
、
熊
吉
の
母
は
そ

の
看
護
に
赴
い
て
い
た
。
こ
の
時
松
次
郎
の
治
療
に
当
っ
て
い
た
の
が
有
的
で
あ
っ

て
、
そ
の
た
め
に
熊
吉
母
子
は
有
的
と
知
り
合
い
に
な
り
、
熊
吉
の
妹
が
病
気
に
な

っ
た
時
は
、
母
と
妹
と
共
に
有
的
の
家
に
世
話
に
な
っ
た
。
熊
吉
は
慶
応
三
年
頃
か

ら
、
紅
葉
山
の
幕
府
の
御
書
物
蔵
に
勤
務
し
て
い
た
が
、
間
も
な
く
江
戸
開
城
と
な
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る
０

っ
た
。
こ
の
時
熊
吉
は
彰
義
隊
に
加
わ
っ
て
上
野
に
寵
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
後

に
平
野
零
児
氏
が
こ
れ
を
取
り
上
げ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
事
実

圭
戸熊
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
脱
走
軍
に
従
軍
す
る
た
め
に
、
栃
木
ま
で
赴
い
た
こ
と
は
事

塚
実
で
あ
る
が
、
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
な
い
で
引
き
返
し
、
こ
こ
で
生
活
を
一
転
し

大

て
、
有
的
と
仕
事
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

熊
吉
が
丸
善
創
業
の
際
に
有
的
を
助
け
て
活
動
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で

あ
る
。
大
阪
支
店
が
設
置
さ
れ
る
と
、
熊
吉
は
そ
の
主
任
と
な
っ
た
。
明
治
五
年
に
有
的
は
義
兄
勝
四
郎
の
長
女
お
代
を
、
国
元
か
ら

大
阪
に
伴
な
っ
て
、
熊
吉
と
結
婚
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
熊
吉
は
早
矢
仕
一
家
の
姻
戚
と
な
っ
た
。

明
治
三
十
四
年
に
有
的
が
残
す
る
と
、
熊
吉
は
久
し
く
恩
を
受
け
た
主
人
を
失
な
っ
て
大
い
に
落
胆
し
、
丸
善
を
退
い
て
北
千
住
に

居
を
移
し
て
、
文
具
店
を
開
い
た
が
、
や
が
て
小
石
川
の
同
心
町
に
「
富
美
屋
」
と
い
う
屋
号
で
、
書
籍
文
房
具
店
を
開
店
し
た
。
従

来
の
縁
故
に
よ
っ
て
、
中
西
屋
や
文
房
堂
の
商
品
を
取
り
次
い
で
販
売
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
心
町
の
店
の
裏
手
に
は
有
的
の
墓
の
あ

る
多
福
院
が
あ
っ
た
た
め
に
、
熊
吉
と
し
て
は
老
後
を
有
的
の
墓
守
と
し
て
送
り
た
い
と
い
う
よ
う
な
気
持
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か

し
不
幸
に
も
富
美
屋
は
事
情
に
よ
っ
て
立
退
き
を
要
求
さ
れ
、
一
年
ば
か
り
で
閉
店
し
た
。
そ
し
て
熊
吉
は
大
正
十
年
七
十
九
歳
で
博

多
で
残
し
た
。
熊
吉
の
長
子
金
太
郎
は
久
し
く
大
阪
の
丸
善
支
店
に
在
任
し
、
後
に
京
都
支
店
長
を
経
て
福
岡
支
店
長
に
転
任
し
て
い



三
鬼
頭
良
助
、
柴
田
安
蔵
、
金
沢
廉
吉
、
伊
村
克
巳

117

三
次
、
沢
井
、
大
塚
の
三
人
に
次
い
で
、
丸
善
の
創
業
時
代
に
活
躍
し
た
の
は
、
鬼
頭
良
助
、
柴
田
安
蔵
、
斎
藤
豊
八
、
金
沢
廉
吉
、

伊
村
克
巳
の
五
人
で
あ
る
。
こ
の
五
人
は
明
治
三
年
頃
に
前
後
し
て
入
社
し
て
い
る
。
鬼
頭
良
助
（
謙
良
）
は
名
古
屋
の
出
身
で
、
仁

券
の
弟
で
あ
る
。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
年
）
に
生
れ
、
早
く
文
久
一
一
年
か
ら
有
的
の
宅
に
寄
寓
し
て
い
て
、
い
わ
ば
有
的
に
最
も
縁

故
の
深
い
一
人
で
あ
る
。
一
時
水
戸
に
赴
い
て
い
た
た
め
に
、
創
業
の
際
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
頃
横
浜
で
有
的
に
再
会
し

て
、
ま
た
事
業
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
は
じ
め
静
々
舎
で
そ
の
調
合
所
の
調
合
方
と
な
っ
た
が
、
間
も
な
く
日
本
橋
の
釘
店
の

島
屋
に
転
じ
た
。
や
が
て
京
都
支
店
が
設
け
ら
れ
る
と
、
そ
の
薬
店
の
主
任
と
な
っ
て
い
る
。
（
そ
の
妻
は
柴
田
安
蔵
の
娘
で
あ
る
。
）

柴
田
安
蔵
は
文
政
三
年
（
一
八
二
○
年
）
の
生
れ
で
、
創
業
の
人
為
の
中
で
は
、
最
も
年
長
で
あ
っ
た
。
有
的
の
姻
戚
と
な
っ
た
人

物
で
あ
る
が
、
こ
の
人
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
記
し
た
以
外
に
は
、
資
料
が
甚
だ
乏
し
く
、
伝
え
る
こ
と
が
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

明
治
十
九
年
に
大
塚
熊
吉
と
共
に
、
神
田
の
叢
書
閣
の
早
矢
仕
民
治
の
住
宅
に
同
居
し
、
同
一
一
十
一
年
十
月
五
日
に
残
し
た
。

金
沢
廉
吉
は
岩
村
の
藩
士
金
沢
林
平
の
長
子
で
あ
る
。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
年
）
に
生
れ
、
も
と
辰
治
と
い
い
、
ま
た
弥
七
郎
と

い
っ
た
。
十
六
歳
の
時
に
士
分
に
列
せ
ら
れ
、
洋
式
の
操
練
を
学
ん
で
、
こ
と
に
鼓
笛
に
巧
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
人
も
ま
た
維

新
の
変
革
の
際
に
、
情
勢
に
感
じ
て
早
く
武
士
か
ら
商
業
に
転
ず
る
こ
と
を
志
し
た
。
折
か
ら
同
藩
の
沢
井
秀
造
は
病
ん
で
自
ら
起
た

な
い
こ
と
を
知
り
、
そ
の
志
を
継
ぐ
も
の
と
し
て
廉
吉
の
入
社
を
勧
め
た
。
廉
吉
は
喜
ん
で
こ
れ
に
応
じ
て
丸
屋
商
社
に
入
社
し
た
が
、

そ
の
時
に
は
既
に
秀
造
は
亡
き
人
で
あ
っ
た
。
運
命
は
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。



四
物
故
者
の
追
薦
会

し
か
し
廉
吉
は
入
社
し
て
か
ら
頗
る
そ
の
才
幹
を
発
揮
し
た
た
め
に
、
挙
げ
ら
れ

て
支
配
人
と
な
り
、
会
計
か
ら
応
接
の
こ
と
す
べ
て
を
司
り
、
十
年
一
日
の
如
く
努

力
し
、
社
の
内
外
か
ら
絶
大
の
信
任
を
受
け
た
。
ま
た
一
方
で
は
社
中
の
少
年
た
ち

に
夜
に
な
っ
て
か
ら
読
書
・
算
数
を
教
え
、
歴
史
物
語
を
語
っ
て
、
倦
む
と
こ
ろ
を

知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
こ
の
人
も
不
幸
に
し
て
多
病
で
あ
っ
た
。
さ
き
に

脚
気
を
病
み
後
に
胸
を
患
っ
た
。
一
旦
小
康
を
得
た
が
、
再
発
し
て
終
に
起
た
な
か

っ
た
。
明
治
十
五
年
蝋
月
の
こ
と
で
あ
る
。
沢
井
秀
造
の
天
折
と
共
に
、
丸
善
に
取

っ
て
、
ま
こ
と
に
惜
し
む
べ
き
｝
）
と
で
あ
っ
た
。

伊
村
克
巳
は
、
金
沢
廉
吉
と
同
じ
く
岩
村
の
出
身
で
、
天
保
十
四
年
に
生
れ
た
。

明
治
五
年
に
丸
善
に
入
社
し
、
店
名
を
新
一
と
い
い
、
明
治
八
年
に
東
京
売
場
の
帳

面
方
と
な
っ
た
。
中
西
屋
が
開
業
す
る
と
、
そ
の
経
営
の
主
任
と
な
っ
た
。
明
治
二

十
九
年
四
月
に
喪
し
た
。
そ
の
養
子
金
之
助
（
旧
姓
野
呂
）
は
父
の
関
係
に
よ
っ
て
、

金沢廉吉

年
少
の
頃
か
ら
久
し
く
中
西
屋
に
勤
務
し
、
父
の
渡
後
そ
の
後
任
と
な
り
、
大
正
九
年
に
中
西
屋
が
丸
善
に
合
併
し
て
、
そ
の
神
田
支

店
に
な
る
と
、
金
之
助
は
そ
の
支
店
長
と
な
り
、
昭
和
十
年
十
一
月
に
残
し
て
い
る
。

伊村克巳
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大
正
八
年
三
月
一
一
十
二
日
、
丸
善
は
そ
の
創
立
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
創
業
に
最
も
功
労
の
あ
っ
た
六
人
の
物
故
し
た
先
輩
の
追

薦
会
を
、
本
郷
駒
込
の
吉
祥
寺
に
営
ん
だ
。
こ
の
時
に
追
薦
さ
れ
た
の
は
、
早
矢
仕
有
的
を
は
じ
め
と
し
て
、
三
次
半
七
、
伊
村
克
巳
、

斎
藤
豊
八
、
金
沢
廉
吉
、
及
び
有
的
の
後
を
承
け
た
社
長
の
松
下
鉄
三
郎
で
あ
る
。
沢
井
秀
造
が
省
か
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
在
社
の
年

月
が
短
か
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
会
に
臨
ん
だ
山
崎
信
興
社
長
の
追
薦
文
の
一
節
に
い
う
。

（
早
矢
仕
）
先
生
ノ
我
社
ヲ
経
記
ス
ル
ャ
、
販
売
二
簿
書
一
一
執
務
二
、
事
毎
二
範
ヲ
外
国
二
学
ピ
、
就
中
従
業
者
ノ
養
成
及
ピ
侍

イ
ク

遇
二
心
ヲ
効
シ
、
対
等
相
輔
自
奮
自
助
ノ
気
風
ヲ
注
入
シ
テ
、
従
来
商
家
ノ
因
襲
ヲ
更
メ
タ
ル
モ
ノ
多
シ
・
我
社
社
員
ガ
甥
行
実

践
倹
素
自
ラ
励
ミ
責
任
ヲ
以
テ
心
ト
シ
平
等
ヲ
以
テ
相
待
ツ
ノ
社
風
ヲ
作
リ
シ
ハ
実
二
先
生
ノ
薫
泳
二
由
ル
・
金
沢
氏
以
下
ノ
四

君
ハ
我
社
ノ
創
業
一
一
方
リ
テ
先
生
ノ
羽
翼
ト
ナ
ッ
テ
社
業
ノ
基
礎
ヲ
築
キ
タ
ル
功
労
者
ニ
シ
テ
、
四
君
ノ
周
到
ナ
ル
才
幹
ト
誠
実

ナ
ル
努
力
ト
ガ
、
先
生
ヲ
助
ケ
テ
社
業
ヲ
振
ヒ
タ
ル
業
績
ハ
挙
ゲ
テ
数
フ
可
カ
ラ
ズ
。
先
生
ノ
多
智
多
才
ナ
ル
ハ
、
事
一
一
臨
ン
デ

猿
女
湧
ク
ガ
如
キ
モ
ノ
ァ
リ
シ
ガ
、
之
ヲ
施
シ
テ
遺
漏
ナ
ク
、
毒
末
ノ
微
二
到
ル
マ
デ
先
生
ノ
意
ノ
欲
ス
ル
如
ク
社
業
ヲ
経
営
ス

ル
ヲ
得
タ
ル
ハ
、
一
二
四
君
ノ
カ
ニ
由
ル
。
例
ヘ
パ
四
君
ハ
車
ノ
四
輪
ノ
如
シ
・
先
生
ノ
動
カ
ガ
如
何
一
一
強
大
ナ
ル
モ
、
四
君
ノ

円
滑
練
熟
無
ク
ン
バ
篤
ン
ゾ
我
社
ノ
敏
活
ナ
ル
運
転
ヲ
庶
幾
ス
ル
ヲ
得
ン
ャ
。
先
生
ト
四
君
ト
ハ
異
体
同
心
一
一
シ
テ
、
我
社
ノ
今

シ

日
ア
ル
、
四
君
二
負
う
所
ノ
モ
ノ
頗
ル
多
シ
・
（
中
略
）
今
ャ
我
社
ハ
時
代
二
順
応
シ
テ
、
社
業
ノ
規
模
昔
日
二
倍
雑
ス
ル
モ
ノ
ァ

ル
ハ
、
一
一
一
先
生
及
ピ
是
等
諸
先
輩
ノ
遺
徳
一
一
シ
テ
、
春
風
秋
雨
五
十
年
、
之
ヲ
願
レ
バ
猶
昨
夢
ノ
如
ク
、
早
矢
仕
先
生
ノ
寵
然

ナ

親
ム
ベ
キ
ガ
如
ク
シ
テ
、
而
シ
テ
毅
然
押
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
風
羊
、
松
下
君
ノ
謹
厳
硬
直
犯
ス
ベ
ヵ
ラ
ザ
ル
音
容
、
金
沢
君
以
下
四

君
ノ
老
実
或
ハ
真
率
ナ
ル
眉
目
、
模
糊
ト
シ
テ
猶
眼
底
ヲ
去
ラ
ザ
ル
ノ
感
ア
リ
（
下
略
）
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こ
の
撰
文
は
内
田
魯
庵
の
筆
に
成
る
と
い
う
。
情
理
を
尽
し
た
名
文
で
あ
っ

て
、
朗
読
し
た
山
崎
社
長
が
声
涙
並
び
下
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

垂
ｐ

こ
こ
に
付
け
加
え
て
置
き
た
い
の
は
、
金
沢
廉
吉
の
弟
た
ち
で
あ
る
。
廉
吉

井沢
は
不
幸
に
し
て
早
く
残
し
た
が
、
や
や
遅
れ
て
丸
屋
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ

金
た
そ
の
弟
た
ち
は
、
よ
く
兄
の
志
業
を
嗣
い
だ
。
そ
の
中
で
井
吉
は
、
明
治
五

年
四
月
に
入
社
し
て
、
店
員
名
を
万
吉
と
い
っ
た
。
兄
に
似
て
性
質
は
温
厚
で

あ
っ
た
が
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ
気
塊
を
蔵
し
、
ほ
と
ん
ど
独
学
で
あ
っ
た
が
、

杯
癖
騨
翻
苧
識

一
通
り
外
国
語
に
通
じ
、
後
に
は
洋
書
部
の
主
任
と
し
て
、
久
し
く
そ
の
輸
入
に
当
っ
た
。
書
物
を
愛
す
る
こ
と
甚
し
く
、
店
員
が
過

ま
っ
て
取
り
落
し
て
も
、
不
快
の
色
を
示
し
た
と
い
う
。
ま
た
新
た
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
輸
入
さ
れ
る
文
具
品
な
ど
に
対
し
て
常
に
注

意
を
払
い
、
そ
の
宣
伝
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
ス
タ
ィ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
。
ペ
ン
が
は
じ
め
て
輸
入
さ
れ
た
当
時
、
異
常
な
ほ
ど
に
興
味

を
持
ち
、
そ
の
普
及
に
力
め
た
。
万
年
筆
と
い
う
名
称
は
、
丸
善
の
店
内
で
、
ス
タ
イ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ペ
ン
を
、
万
さ
ん
ペ
ン
と

呼
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
起
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
付
会
で
あ
ろ
う
。

金
沢
井
吉
は
、
明
治
三
十
三
年
に
取
締
役
と
な
っ
た
が
、
病
気
の
た
め
に
、
明
治
四
十
一
年
に
辞
任
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
も
出
社

す
る
日
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
大
正
年
代
の
は
じ
め
か
ら
銚
子
で
静
養
し
た
が
、
後
に
房
州
の
北
条
に
移
り
、
つ
い
に
居
を
こ
の
地
に

定
め
て
、
悠
六
自
適
し
、
昭
和
十
三
年
六
月
一
一
一
十
日
に
八
十
歳
の
高
齢
で
残
し
た
。
こ
の
人
の
丸
善
に
対
す
る
貢
献
に
つ
い
て
は
伝
え

る
べ
き
こ
と
が
多
左
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
資
料
と
す
べ
き
も
の
に
乏
し
い
の
は
、
遺
憾
に
堪
え
な
い
・
現
取
締
役
貿
易
部
長
金
沢
康

鷺

狸
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雄
は
そ
の
孫
に
当
る
。

121

金
沢
廉
吉
の
末
弟
は
、
そ
の
名
の
通
り
末
吉
で
あ
る
。
後
に
廉
吉
の
準
養
子
と
な
っ
た
。
明
治
十
一
年
に
上
京
し
て
、
横
浜
の
丸
善

薬
店
に
勤
務
し
、
や
が
て
同
地
の
書
店
に
移
っ
た
。
後
に
一
時
朝
鮮
の
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
に
赴
い
た
一
）
と
も
あ
る
が
、
兄
の
引
退
を
承

け
て
取
締
役
と
な
っ
た
。
昭
和
十
二
年
に
山
崎
信
興
の
後
を
襲
う
て
、
第
六
代
の
社
長
と
な
っ
た
の
は
、
す
な
わ
ち
こ
の
人
で
あ
る
。

な
お
創
業
期
に
当
っ
て
記
憶
す
べ
き
社
員
と
し
て
は
、
明
治
九
年
に
入
社
し
た
朝
吹
英
二
が
あ
り
、
こ
れ
に
先
ん
じ
て
明
治
六
年
に

入
社
し
た
小
柳
津
要
人
が
あ
る
。
朝
吹
英
二
は
大
分
県
の
出
身
で
あ
っ
て
、
早
く
福
沢
諭
吉
の
門
下
に
入
り
、
明
治
五
年
に
は
慶
応
義

塾
出
版
部
の
主
任
と
な
り
、
転
じ
て
丸
善
に
入
社
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
朝
吹
は
在
社
す
る
》
）
と
短
か
く
、
明
治
十
一
年
に
退
社

し
て
三
菱
商
会
に
入
り
、
後
三
井
に
転
じ
て
管
理
部
主
事
と
な
り
、
三
井
系
諸
会
社
の
重
役
と
し
て
財
界
の
重
鎮
と
な
っ
た
。
従
が
っ

て
単
に
丸
善
の
社
員
と
し
て
の
み
伝
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
小
柳
津
要
人
は
岡
崎
の
藩
士
で
あ
っ
て
、
戊
辰
の
戦
争
の

時
に
は
、
徳
川
の
譜
代
の
武
士
と
し
て
、
榎
本
武
揚
の
下
に
属
し
て
、
五
稜
廓
に
戦
っ
た
が
、
戦
乱
が
収
ま
る
に
及
ん
で
、
身
を
商
質

に
托
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
、
有
的
の
股
肱
と
な
っ
て
、
福
沢
諭
吉
か
ら
士
魂
商
才
を
以
っ
て
呼
ば
れ
た
。
実
に
丸
善
第
三
代
の
社
長

で
あ
る
。
そ
の
人
物
及
び
事
業
は
、
後
章
に
お
い
て
詳
ら
か
に
語
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。




